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自然を探究する学びを通して、仲間とともに
主体的に未来をひらく力が身につく教科書

日々、急激に変化し続ける社会の中で、将来の予測が困難な時代を生きる今の子どもたちには、
自ら未来を切りひらいていくため、主体的に学習に取り組み、社会と積極的に向き合い、
他者と協働して問題を科学的に解決していく資質・能力の育成が求められています。
そこで、令和７年度版「（当社書名入る）」は、上記の基本方針に基づいて、

次の三つの特色を備える教科書を作成しました。

「学びのチカラで 人と社会を 未来へつなぐ」
自ら問い、考え続け、社会を創っていく子どもたちを育てたい。
そのような思いをこめて、私たちはこの教科書をつくりました。

１．編修の基本方針

「学びたい！」を全ての生徒に。
三つの願いがこの教科書にこめられています。

ICT機器を使ったデジタルコンテ
ンツにより、深い学びを実現します。
教科書に掲載の二次元コードからア
クセスできるさまざまなコンテンツ
が、子どもの学びに向かう力を育て
ます。

問題を科学的に解決していくとき
に土台となる科学的な知識・技能を
定着させます。繰り返しの学習とそ
の振り返りを通して、知識・技能が
確実に身につきます。

問題を科学的に解決していくとき
に必要となる探究する力を育てます。
教科書の中にちりばめられた課題に
探究的に取り組む中で、思考力・判
断力・表現力などが自然に身につき
ます。
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特色 1
①「探究の進め方」で探究の過程がわかります。

▼巻頭⑤～⑥

　「探究の進め方」を折り込みに設け、本文
ページを開いた状態でも、探究の過程全体
を確認できるようにしています。

　「探究の進め方」で、中学２年での学習を振り返り
ながら、探究の過程にそって、学習する手順を解説
しています。

③主体的・対話的な活動を通して学習を進められます。

　レポート例を多数掲載し、主体的に学んだり、思
考力・表現力をつけたりできるようにしています。

　生徒たちが話し合ったり、発表し合ったりする姿
を表現し、対話的に学べるようにしています。

②「疑問から探究してみよう」が自主的・自律的な学習をうながします。
◀p.154

　探究の進め方にそった学習を通して、生徒の資質・能
力が効果的に育成される部分を「疑問から探究してみよ
う」として重点化し、限られた授業時数の中で、探究型
の授業に無理なく取り組めるようにしています。

自然の探究は、
次のような順序で進めていこう！

わからないときは
一つ前に戻る

わからないときは
一つ前に戻

もど
る

探究探究の進め方進め方

さらに、新たな疑問を見つける。

わからないときは
一つ前に戻る

課題に対して自分はどのような考えを
もっているのかを明らかにし、観察や実験で
確かめることのできる仮説を設定する。を立てる

を立てる
仮説仮説

不思議に思うこと、疑問に思うことを解明する
ために、これから取り組む課題を設定する。

を決める
を決める
課題課題

仮説を確かめるための観察や実験の手順や方法を
具体的に考え、仮説のとおりであれば、
どのような結果になるか見通しをもつ。を立てる

を立てる
計画計画

計画にそって観察・実験などを行い、結果を
記録する。結果はスケッチ、写真、ビデオ、
メモなどで記録し、表などにまとめる。

（この他、観測、実習）

するする

観察観察
するする

実験実験

結果からどのようなことがわかるか、
自分の仮説は正しいといえるか、
考察して話し合う。するする

考察考察

課題に対し、探究によって到
とう

達
たつ

した結論を
まとめる。

を示すを示す

結論結論

自然の事物や現象に目を向け、そこに見られる
関係性や傾

けい

向
こう

などについて、不思議に思うこと、
疑問に思うことを見つける。を

見つける

を
見つける

疑問疑問

疑問を見つける

課題を決める

を
見つける

を
見つける

疑問疑問

銅の質量と、銅と結びつく酸素の質量との間には、どのような
量的な関係があるのだろうか。を決める

を決める
課題課題

を決める
を決める
課題課題

　はじめに、不思議に思ったことや疑問に思ったこと、知りたいことなどをはっきり
させておこう。
　例えば、銅粉を加熱していくと、銅 1 g に対して酸素 0.23 g が結びつくという事
実が得られた。これを見て、「 銅の質量に対する、銅と結びつく酸素の質量の割合は、
いつも同じなのか。」「銅の質量が増えれば、結びつく酸素の質量も比例して増えるの
か。」という疑問をもったなら、言葉に出したり、ノートに書き出したりしてみよう。

　疑問に思ったことをはっきりさせたら、これから何について明らかにしていくのか
を考え、そのことを探究する課題として設定しよう。

探究探究の進め方進め方さあ、探究を始めよう！
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5
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銅の質量を２倍にすれば、
銅と結びつく酸素の質量も
２倍になると思う。

仮説や計画を立てる
を立てる
を立てる
計画計画

を立てる
を立てる
仮説仮説

　課題を設定することができたら、その課題に対する自分の予想である「仮説」を立て、
自分の仮説が正しいかどうかを確かめるために、具体的な計画を立てよう。

加熱する銅の質量を 
1 g 、 2 g 、 3 g 、……と
変えて、銅の質量と、
銅と結びつく酸素の
質量を測定するといいよ。

銅と結びつく酸素の割合は
一定だと思うから、
銅の質量を増やせば、
結びつく酸素の質量も
増えるはずだよ。

観察や実験などをする
するする

観察観察
するする

実験実験

【観察と記録】
　観察するときは、対象が大きい場合は肉眼でよいが、対象が小さい場合は拡大したほ
うが必要な部分を細かく見ていくことができるので、対象に合わせて適切な器具を用い
る。視点を決めて、対象から出ている情報を見

み

逃
のが

さずに集めよう。
　観察したことは、ありのままス
ケッチしたり、気づいたことを文
章にしたりして、事実を記録に残
す。この記録は、観察した対象に
ついて考察するときの重要な手が
かりになる。記録が不十分だと、
まちがった結論を導き出してしま
う原因にもなるので、できる限り
正確に記録しよう。

ルーペや顕
けん

微
び

鏡
きょう

など、対象に合わせて適切な器具を用い、観察する対
象から出ている情報を集めていく。
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疑問から探究してみよう

金星の形や大きさの変化
　金星は、 図12 のように地球の内側を地球よ
りも短い周期で公転している。
　このため、太陽－地球－金星の位置関係が変
わるだけでなく、地球と金星との距

きょ

離
り

も変わる
ので、見える形が変化し、大きさも変化する。 金星と地球の公転図12

地球
金星

太陽

　星の年周運動は、太陽や地球、星座をモデル化して考えたが、同じように、金星
の位置や見え方の変化もモデル化して考えることはできないだろうか。を

見つける

を
見つける

疑問疑問

を決める
課題

を立てる
計画

を立てる
仮説

5

▼p.303

私のレポート

プラスチックごみを減らす取り組み　　　　　　　　　　　  氏名：３年１組Ａ班　　　　　　　　　　　　　井上・武藤・森口

［動機］海洋に流れ込むプラスチックごみの問題を解決するためには、どのような取り組みが有効かを
調査することにした。

［準備］プラスチックごみやリサイクルについてとりあげた書籍、新聞、パンフレット、学習者用端末

［目的］プラスチックごみを減らすためにどのような取り組みが有効かを考え、取り組みを行う。

［方法］①プラスチックごみやリサイクルに関する資料を集めた。
②プラスチックごみについてどのような問題が生じているかを調べた。
③調べた問題を解決するためにどのような取り組みがなされているかを調べた。

［結果］リサイクル　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土に戻る素材の使用

生分解性プ
ラスチック

▼p.268

採取
場所

Aグループ
（5点）

Bグループ
（3点）

Cグループ
（1点） 合計

雑木林 5点×4＝20点 3点×10＝30点 1点×3＝3点 53点

学校の花壇 5点×2＝10点 3点× 4＝12点 1点×3＝3点 25点

道路の
植え込み 5点×1＝ 5点 3点× 3＝ 9点 1点×2＝2点 16点

雑木林の土
ど

壌
じょう

には、花
か

壇
だん

の土壌に比べて
多くの種類の指標生物が生息していました。

他の班の調査結果も合わせると、人間の活動が、
土壌生物の多様性に影

えい

響
きょう

を与
あた

えていると考えられます。

探究を
振り返ろう

を示す

結論

探究する力が身につく教科書
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①学習を進めるうえで必要な基礎技能が確実に身につきます。
▼p.2～3 ▼p.201

巻頭に「理科室のきまりと応急処置」を掲載し、安全に配慮
しながら、観察・実験に取り組めるようにしています。

器具を使う場面に「基礎技能」を掲載し、使
い方を確実に習得できるようにしています。

②５段階のチェックで、学力を確実に定着させます。
▼p.39

▼p.60

▼p.62

章や節の最後に「要点をチェック」を設けて、小さなまと
まりごとに学習した内容を確認できるようにしています。

1節・章の終わり1

単元末2

単元末3 ▼p.64 ▼p.310単元末4 巻末5

単元末に「要点と重要用語の整理」を設け、学習した重要
用語などを確認できるようにしています。

2

「要点と重要用語の整理」のあとには、「基本問題」を掲載
し、知識を定着できるようにしています。

3

「基本問題」のあとには、「活用問題」を掲載し、思考力・
判断力・表現力をつけられるようにしています。

4

応急処置

地震が起きたときには

実験中に地
じ

震
しん

が起きたときは、
先生の指示に従い、身の安全を確保する。
 ものが「落ちてこない・倒

たお
れてこない・移動しない」

場所で揺
ゆ
れがおさまるのを待つ。

 揺れているときは、机の下にもぐるなどして
頭を守る。机の下にもぐれない場合は、教科書や
ノートで頭を守り、できるだけ低い姿勢をとる。

 薬品や火を扱っている場合は、
実験台から離

はな
れた場所で身を守る。

 揺れがおさまってから火を消して
ガスの元栓を閉める。

 有害な気体が発生しているおそれがある場合は、
ハンカチなどを鼻や口に当てる。

 避
ひ
難
なん
する場合は、

薬品やガラスの破
は
片
へん
などに注意する。

気体を吸って
気分が悪く
なったとき

薬品がついたり、
やけどをしたり
したとき

目に薬品が
入ったとき

先生の指示を受けてから外
に出て新

しん

鮮
せん

な空気を吸う。
手で目をこすらずに、すぐ
に水で目をよく洗う。

薬品はすぐに洗い落とす。
やけどは冷水でよく冷やす。

薬品が飛び散る可能性の
ある実験では、保護眼鏡
を着用する。

保護眼鏡

先生の指示に従って、処置を行うようにする。
注意

感染症が広がっているときには

 感
かん
染
せん
症
しょう
が広がっているときは、マスクをつける。

 理科室に入る前や出たあとには、手洗いや手指の
消毒をする。

 窓やドアを開けて、換
かん
気
き
をする。

3

基
き

礎
そ

技能

理科室のきまりと応急処置

理科室のきまり

燃えやすい薬品の扱い 残った薬品の扱い 加熱した金属類の扱い

引火すると危険なので、火のそばでは
扱わない。

薬品の種類によって決められた容器に
捨てる。

薬品はもとの
びんに戻さない。

よく冷ます。
直接手で触

さわ

らない。

 実験の目的や方法を確
かく
認
にん
する。

 薬品の扱
あつか

い方や、実験の注意事
じ

項
う

を確認する。

 実験台の上を整理し、必要なものだけを置くようにする。

 保護眼鏡の着用や服装を確認し、身なりを整える。

実験前

 先生の話をよく聞き、指示に従う。

 班で役割を分担し、協力して実験をする。

 薬品や火を扱う実験は、立って行う。
椅
い

子
す

は実験台の下にしまう。

 火のそばに燃えやすいものを置かない。

実験中

 実験台の端
はし
に器具や薬品を置かない。

 器具の破損や異変に気がついたら、
すぐに先生に知らせる。

 実験で使用した薬品や廃
はい
棄
き
物
ぶつ
は、

先生の指示に従って分別し処理する。

 ガスや水道の栓
せん

が閉まっているかを確認する。

 使用した器具類は、きちんと洗
せん
浄
じょう
したり、

拭
ふ
いたりしてもとの場所に戻

もど
す。

 流しにごみがないか確認し、実験台を雑
ぞう
巾
きん
で拭く。

実験後

 最後に手を洗う。

長い髪
かみ

は
結ぶ。

2

課題

基
き

礎
そ

技能

記録用テープを適当な長さに切って記録
タイマーに通し、一

いっ

端
たん

を台車などの物体
に貼

は

り付けて固定する。

1

記録タイマーを作動させると同時に物体
を運動させ、記録用テープに記録する。

2

打点がついた記録用テープを物体から取
り外し、打点の間

かん

隔
かく

から物体の運動の様
子を調べる。

3

記録タイマーの使い方

記録タイマーは、記録用テープに一定時
間ごとに点を打つ仕組みになっている。
打点の時間間隔は交流の周波数によって
異なる。家庭用の電源が50 Hzの地域（主

に東日本）では50分の１秒ごとに、60 Hz
の地域（主に西日本）では60分の１秒ごと
に１打点をつけるようになっていることが
多い。

記録用テープの処理

記録タイマーの仕組み

セロハンテープ

記録用テープ

打点

打点が重なり合わず、はっきりと区別で
きる点から0.1秒ごとに印をつける。50 
Hzの地域ではある点から数えて５打点目
までの間隔が0.1秒間の移動距

きょ

離
り

、60 Hz

0.1秒ごとに記録用テープを切り取り
❷

、方
眼紙に順に貼り付ける。
例えば、左下の図のように0.1秒間の記

録用テープの打点の間隔が2.0 cmであっ

運動
の向
き

2 中和とはどのような化学変化か。… p.36
1 酸とはどのような物質か。また、アルカリとはどのような物質か。… p.31～32

要点をチェック

3 塩とはどのようにしてできた物質か。… p.37

原子や原子がいくつか集まってできたもの（原子団）が電気を帯びたもの。

要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元1 化学変化とイオン

電
でん

解
かい

質
しつ

非
ひ

電
でん

解
かい

質
しつ

原
げん

子
し

核
かく

陽
よう

子
し

中
ちゅう

性
せい

子
し

電
でん

子
し

イオン

【重要用語】 1章 p.6～23水
すい

溶
よう

液
えき

とイオン

水にとけたとき、その水溶液に電流が流れる物質。 p.10

水にとけても、その水溶液に電流が流れない物質。 p.10

原子の中心にあって、陽子と中性子からできているもの。 p.16

原子の中心にある原
げん

子
し

核
かく

の一部で、＋
プラス

の電気をもつ

もの。 p.16

原子の中心にある原子核の一部で、電気をもたない

もの。 p.16

原子核のまわりを取り巻く－
マイナス

の電気をもつもの。
p.16

＋
＋

－

－

陽子

中性子

原子核
電子

基本問題基本問題 単元１ 化学変化とイオン

下の図のような装置を組み立てて、塩化銅水
すい

溶
よう

液
えき

に電流を流した。

あとの問いに答えなさい。
1 塩化銅は、銅原子と塩素原子の数の比が１：２で

結びついた化合物である。塩化銅を化学式で表し

なさい。
2 陰
いん

極
きょく

と陽極ではそれぞれどのような変化が見られ

るか。次のア～エから一つずつ選びなさい。

ア．においのない気体が発生する。

イ．刺
し

激
げき

臭
しゅう

のある気体が発生する。

ウ．白色の固体が電極に付着する。

エ．赤茶色の固体が電極に付着する。
3 陰極に生じた物質をつくっているのは何原子か。また、その原子は、塩化銅水溶液中ではどのような電

気を帯びているか。
4 陽極に生じた物質をつくっているのは何原子か。また、その原子は、塩化銅水溶液中ではどのような電

気を帯びているか。
5 塩化銅水溶液に電流を流したときに起こる化学変化を、化学反応式で表しなさい。
6 装置の塩化銅水溶液を塩酸（塩化水素の水溶液）にかえて電流を流した。このとき、陰極と陽極ではそ

れぞれどのような変化が見られるか。 2 のア～エから一つずつ選びなさい。
7 塩酸に電流を流したときに起こる化学変化を、化学反応式で表しなさい。

原子は、陽子・中性子・電子という３種類の粒
りゅう

子
し

からできている。

あとの問いに答えなさい。
1 原
げん

子
し

核
かく

は、陽子・中性子・電子の３種類の粒子のうち、何と何からできているか。ただし、水素原子は

除くものとする。
2 陽子は＋

プラス

の電気、電子は－
マイナス

の電気をもった粒子であるが、原子全体としては電気を帯びていない。この

理由について、陽子１個と電子１個がもつ電気の量、原子が電気を帯びていない状態のときにもつ陽子

と電子の数に触
ふ

れながら、簡単に説明しなさい。
3 右の図にあるように、ある原子は、電子を２個失っ

てイオンになる。このようにしてできたイオンは、

全体として＋・－のどちらの電気を帯びているか。
4 右の図にあるように、ある原子は、電子を１個受け

取ってイオンになる。このようにしてできたイオン

は、全体として＋・－のどちらの電気を帯びている

か。

1

2

陰極 陽極
３V発

はっ

泡
ぽう

ポリス
チレンの板

塩化銅水溶液

炭素棒

原子 電子を
２個失う。

イオン

原子 電子を
１個受け取る。

イオン
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活用問題活用問題 単元１ 化学変化とイオン

太郎さんは、ダニエル電池について調べるため、次の実験を行った。

この実験に関する先生との会話文を読んで、あとの問いに答えなさい。

1 ① にあてはまる、電流の向きを示す矢印の向きは図１のＡ、Ｂのどちらか。
2 ② にあてはまる金属板は、亜鉛板、銅板のどちらか。
3 ③ 、 ⑤ にあてはまる語を、「増加」、「減少」から選びなさい。
4 ④ にあてはまる化学変化を、化学式を用いて書きなさい。ただし、電子は を使って表すものと

する。
5 次の文章は、セロハンで仕切らないと、 電池のはたらきをしなくなる理由について、太郎さんがノート

にまとめたものである。文中の(あ)～(え)に、銅か亜鉛のどちらかを入れ、文章を完成させなさい。

1

先生：モーターが回転しているとき、電池に流れている電流の向きはどうなっていますか。
太郎：はい。電流の向きは図１の ① です。このとき＋

プラス

極になっているのは ② です。
先生：そうですね。亜鉛の方が銅よりイオンになりやすいので、 ② が＋極になるのですね。
太郎：ところで、ダニエル電池のセロハンは、どのような役割を果たしているのですか。
先生：セロハンの役割を考えるために、モーターが回転しているとき、それぞれの水溶液中の陽イオン

の数がどうなるかを考えてみましょう。
太郎：硫酸亜鉛水溶液では、陽イオンの数が ③ しています。また、硫酸銅水溶液中の銅板で起こっ

ている化学変化を化学式を用いて表すと、 ④ となり、水溶液中の陽イオンの数が ⑤

しています。
先生：そのとおりです。その結果、反応が進むと電池のはたらきが低下してしまうのですが、セロハン

を通ってイオンが移動することで、それを防いでいるのです。

図１のようなダニエル電池を組み立て、亜
あ

鉛
えん

板、銅
板にそれぞれ導線をつけて、プロペラつき光電池用
モーターをつなぐと、モーターが回転し、プロペラ
が回った。その後しばらくモーターを回転し続けた
ところ、青色の硫

りゅう

酸
さん

銅
どう

水
すい

溶
よう

液
えき

の色がうすくなった。

【実験】

セロハンで仕切らないと、 二つの水溶液がはじめから混じり合い、( あ )イオンが( い )原子から直接電
子を受け取り、( う )板に ( え )が現れ、 導線では電子の移動がなくなるから。

亜鉛板 銅板

セロハン

硫酸亜鉛
水溶液

硫酸銅
水溶液

プロペラつき光電池用
モ タ

図１ A

B
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塩化銅水
すい

溶
よう

液
えき

について調べるために、次の実験を行った。

あとの問いに答えなさい。

1 実験１の下線部 1 で、陰極に付着した固体は金属であることがわかった。薬さじを用いてどのようにし

て金属であることを確かめたか。結果も含
ふく

めて簡潔に述べなさい。
2 実験１の下線部 2 の「ある方法」として、最も適切なものを、次のア～エから選びなさい。

ア．赤インクで着色した水を入れた試験管に、陽極付近の液を加える。

イ．陽極付近の液を試験管に取り、石
せっ

灰
かい

水
すい

を加える。

ウ．気体を試験管に集めて火のついたマッチを近づける。

エ．気体を試験管に集めて火のついた線
せん

香
う

を入れる。
3 2 の方法で調べたとき、どのような変化が生じるかを簡潔に述べなさい。また、その結果から、実験１

で陽極から発生する気体は何と考えられるか、その物質の名
めい

称
しょう

を答えなさい。
4 塩化銅水溶液に電流を流したときに起こる化学変化を化学反応式で表しなさい。
5 次の文は、実験２で、塩化銅水溶液の青色のしみの原因となるイオンについて説明したものである。正

しく説明したものになるように、①、②のア、イからそれぞれ適切なものを選びなさい。

「青色のしみに含まれるイオンは、１個の原子が電子①（ア．１個 イ．２個）を②（ア．受け取って

イ．失って）できたイオンである。」
6 実験１と実験２の結果から、実験１で、塩化銅水溶液の青色がうすくなっていった理由を、その原因と

なるイオンの名称を含めて、簡潔に述べなさい。

1
学年末総合問題学年末総合問題

【実験１】

図１のような装置で塩化銅水溶液を電気分解する
と、陰

いん

極
きょく

に赤茶色の固体が付着し、陽極からプー
ルの消毒薬のようなにおいのある気体が発生した。
しばらくすると、塩化銅水溶液の青色がうすく
なってきた。 陰極の固体を削

けず

り取り、薬さじを
用いて何であるかを確かめた。また、陽極の気体
についても何であるかを、 ある方法によって確
かめた。

1

2

【実験２】

図２のように、硫
りゅう

酸
さん

ナトリウム水溶液をしみ込ま
せたろ紙をスライドガラスにのせ、両

りょう

端
たん

を目玉ク
リップで挟

はさ

み、電圧を加えた。ろ紙の中央に塩化
銅水溶液を１滴

てき

落としたところ、塩化銅水溶液の
青色のしみが陰極側に移動した。

図１

図２

＋

電流計

ビ カ

炭素棒

塩化銅水溶液

陰極 陽極

発
はっ

泡
ぽう

ポリス
チレンの板

電源装置

＋
電源装置

陰極
陽極

スライドガラス

塩化銅水溶液

ろ紙 目玉クリップ

310

巻末に「学年末総合問題」を掲載し、１年間に学習したこ
とを総合的に確認できるようにしています。

5

確かな学力が身につく教科書特色 2
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そのほかの特色

①デジタルコンテンツ「まなびリンク」が生徒の学びを強力にサポートします。

「天体ずかん」などのWebずか
んを用意しており、観察や資料調
べで活用できます。

「インタビュー動画」や「器具の
使い方動画」で動画を使った学習
ができます。

●安全への取り組み
「単元５：３章 自然災害と私たち」では、これ
までの学習を踏まえながら、身近な地域で起こり
うる自然災害に備え、私たちにできることを学習
できるようにしています。

●カリキュラムマネジメント
「理科で使う算数・数学」のページや算数とのつな
がりを示す「ブリッジ算数」などのマークにより、他
教科と連携して学習できるようにしています。

360°動画を使って、太陽や星
座の動きを確認することができま
す。

「グラフシート」を使用して、表
計算ソフトで簡単にグラフを作成
することができます。

「デジタル星座早見」を用意し
ており、学習で活用できます。

「要点をチェック」に対応した
フラッシュカードで学習内容を繰
り返し確認できます。

学習に役立つ情報を集めたウェブサイト「まなびリンク」にさまざまなデジタルコンテンツを用意しています。
教科書紙面に配置された二次元コードから対応するコンテンツに簡単にアクセスすることができます。

●Webずかん

●動画

●360°動画

●グラフシート

●学習ツール

●フラッシュカード

●CUD・UDへの配慮
より多くの人が識別しやすい色づかい「カラー
ユニバーサルデザイン」や誰にとっても読みやす
いUDフォントを採用しています。

●造本の工夫 
表紙には、防水や抗菌に効果のある表面加工を施
しています。

●SDGsへの取り組み
コラムに、内容と関連するSDGsマークをつけ

ています。
「SDGsずかん」もまなびリンクに用意しました。

▼p.273
環境

水辺の環境の復元
湖の汚染などの問題を抱

かか

える地域では、近年、水辺
の環境を復元しようとする取り組みが見られます。例
えば、ヨシなどの水生植物を湖岸に植えると、波によ
る侵

しん

食
しょく

が抑制され、昆
ん

虫
ちゅう

や魚類、鳥類などの生息の場
となります。また、水生植物の茎

くき

や根に付着する微
び

生
せい

物
ぶつ

が湖水中の有機物を分解し、水を浄
じょう

化
か

します。
また、日本の多くの河

か

川
せん

は、洪
う

水
ずい

を防ぐために直線
化され、コンクリートで補強されています。このよう
な河川改修は、河川の生態系のつりあいに影

えい

響
きょう

を与
あた

え
ることもあります。そこで、既

き

存
そん

のコンクリートによ
る護岸を生かしつつ、多様な生物の生息の場や繁

はん

殖
しょく

の
場を確保した河川改修が行われています。 河川改修が行われたいたち川（神奈川県横

よ

浜
はま

市）

琵
び

琶
わ

湖の湖岸に見られるヨシ（滋賀県）

デジタルの学びを支える教科書特色 3 の ント 言葉



5

２．対照表

教育基本法第２条 特に意を用いた点と特色 該当箇所

第１号 幅広い知識と教養を身
に付け、真理を求める態度を養い、
豊かな情操と道徳心を培うとと
もに、健やかな身体を養うこと。

〇幅広い知識と教養が身につくように、学習内容と関連したさまざまな資料を掲載し
ています。 全体

○自然について詳しく調べ、本質を追究し、さらなる解明を求めていく探究の大切さ
を示すとともに、実際の学習場面で生徒が主体的に探究を進めていく過程を丁寧に
示し、生徒の真理を求める態度を養えるようにしています。

全体

〇生物と直接関わる活動や、生徒が身近な自然にふれる場面を設定し、豊かな情操や
健やかな身体が育成できるようにしています。

p.118～119、
266

第２号 個人の価値を尊重して、
その能力を伸ばし、創造性を培い、
自主及び自律の精神を養うとと
もに、職業及び生活との関連を重
視し、勤労を重んずる態度を養う
こと。

〇生徒一人一人が、自分の考えをもつ場面や、考えを発表したり交流したりする場面
を数多く設定し、個人の価値を尊重してその能力を伸ばし、創造性を培うようにし
ています。

全体

〇理科の学習内容について、日常で見られる具体的な事物・現象と関連づけながら捉
えられるようにしています。 全体

〇さまざまな職業やスポーツなどを理科の学習内容と関連づけながら扱うことで、将
来について実感を伴った見通しがもてるようにしています。

p.④、115、
198

第３号 正義と責任、男女の平等、
自他の敬愛と協力を重んずると
ともに、公共の精神に基づき、主
体的に社会の形成に参画し、その
発展に寄与する態度を養うこと。

〇仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験
を協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるよ
うにしています。

全体

〇「理科室のきまりと応急処置」において、先生の話を聞いたり、協力して後片づけ
したりするなど、自他の敬愛と協力を重んじる態度が養われるようにしています。 p.2～3

〇生徒の発言内容や実験における役割などの表現では、男女の平等に配慮しています。 全体

第４号 生命を尊び、自然を大切
にし、環境の保全に寄与する態度
を養うこと。

〇地域に見られる自然の景観、郷土の美しい自然の姿などに目を向けられるよう、地
域の特徴を表す多くの写真を掲載しています。

p.①～②、
４～5、68、
100、273

〇エネルギーや資源の有効活用など、日常生活と社会との関わりや環境の保全につい
て捉えられるようにしています。

p.242～243、
289

〇自然界における生物相互の関係やつりあい、自然がもたらす恵みと災害などについ
て学習する単元「自然環境や科学技術と私たちの未来」を設定し、３年間の理科の
学習を関連づけながら、生命を尊び、自然を大切にし、環境の保全に寄与する態度
を養うことができるように配慮しています。

p.250～305

第５号 伝統と文化を尊重し、そ
れらをはぐくんできた我が国と
郷土を愛するとともに、他国を尊
重し、国際社会の平和と発展に寄
与する態度を養うこと。

〇日本の伝統文化を積極的に取り上げ、自然と文化の密接な関わりを扱うことで、我
が国や郷土を愛する態度を養えるようにしています。 p.190

〇郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、郷
土を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.264～268、
274～281

〇我が国のみならず、科学技術の発展に寄与したさまざまな科学者を取り上げたり、
国際的に生じている問題について積極的に取り上げたりすることで、他国を尊重し
たり、国際社会の平和や発展に寄与したりする態度を養えるようにしています。

p.89、269、
301、⑨～⑩
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探
究
し
て
み
よ
う

斜
しゃ

面
めん

の傾
かたむ

きを変えながら、記録タイマーを使って台車の運動を調べ、
台車にはたらく力の大きさと速さの変化との関係を確かめる。

目的

台車 板（1.5～２ ｍ） 記録タイマー ばねばかり 台 記録用テープ
方眼紙 クランプ セロハンテープ はさみ 分度器

準備

実験3 力の大きさと速さの変化との関係を調べる
するする

実験実験

台
クランプ

記録用テ プ

記録タイマ
斜面の上の方
から走らせる。

台車を斜面にのせ、台車にはたらく斜面に平行な力の大きさをばねばかりで測定する。2

方法

板の一方の端
はし
を台にのせ、台の位置を調整して、角度が5°の斜面をつくる。1

ステップ1 台車にはたらく力の大きさを調べる

ステップ2 台車の運動を調べる

右の図のように、斜面上で台車の位置を
変え、 2 と同様に力の大きさを測定し
て、斜面上の位置によって力の大きさが
変わらないことを確かめる。

3

ばねばかり

下の図のように、斜面に記録タイマーを固定する。4

斜面と同程度の長さに切った記録用テープを記録タイ
マーに通し、一

いっ
端
たん
を台車に貼

は
り付けて固定する。

5

記録タイマーを作動させると同時に、静かに手を放し
て台車を走らせ、斜面を下る台車の運動を記録する。

6

●  力の大きさを測定するときは、ばねばかりが常に斜面に平行になるようにする。

206

2
章

力
と
運
動

単
元 

4

ステップ3 斜面の角度を変えて調べる

斜面の角度を、10°にしたときの台車の運動についても、 1～ 6と同様に調べる。7

・斜面の角度が大きくなると、台車にはたらく斜面に平行な力の大きさはどのようになるか。
・時間の経過とともに、台車の速さはどのように変化するか。
また、斜面の角度が大きくなると、台車の速さの増し方はどのようになるか。
・上記のことから、台車にはたらく力の大きさと台車の速さの増し方との間には、
どのような関係があるといえるか。

実験結果から考えよう

するする

考察考察

テープを切り取り、方眼紙の左から順
に下の端をそろえてテープを貼り付け
る。

❶

❷

8

結果 記 述 実験結果を表にまとめる

斜面の角度と台車にはたらく力の大きさの関係

斜面の角度〔°〕 5 10

斜面に平行な力の大きさ（１回目）〔Ｎ〕

斜面に平行な力の大きさ（２回目）〔Ｎ〕

記 録 方眼紙に記録用テープを貼り付ける

❶ 記録用テ プの処理については、201ペ ジを
参照する。

❷ 記録用テ プを切る際には、切ったテ プの順
番がわからなくならないようにすぐに記録用紙
に貼り付けるか、切った順番をテ プに記入し
ておく。

時間0
0

0 1
秒
間
の
移
動
距
離

207グラフシ ト

探
究
し
て
み
よ
う

表2 から、台車にはたらく斜面に平行な力の大きさは、斜面の角度が同じ実験3から 

▲

斜面の角度〔°〕 ５ 10

斜面に平行な力の
大きさ（１回目）〔Ｎ〕 0 7 1 6

斜面に平行な力の
大きさ（２回目）〔Ｎ〕 0 6 1 5

斜
しゃ

面
めん

上の物体にかかる力表2

時間〔ｓ〕

速
さ

〔cm/s〕

10°のとき10°のとき

５°のとき５°のとき

0 0 1 0 2 0 3 0 4 0 5 0 6

100

80

60

40

20

0

（c）時間と速さとの関係（a）斜面の角度が５°のときの運動 （b）斜面の角度が10°のときの運動

0 1
秒
間
の
移
動
距
離

0 1
秒
間
の
移
動
距
離

時間 時間0 0
0 0

（ｃ）のグラフでは、求めた速さは各区間の平均の速さなので、その中間の時間に点を記入する。
（50 Hzの地域）実験３の結果の例図10

実験３の結果から、自分の仮説について、どのようなことがいえるかを考えよう。話し話し
合おう合おう

予想どおり、
斜面に平行な力が
大きいほど台車は
急激に速くなるね。

斜面に平行な力が
かかっているとき、
台車の速さは
どんどん速くなるね。

 の（a）、（b）は、打点が重なり合う部分の
記録用テープを使用していないので、
厳密には、動き出した直後の結果ではありません。
図10 の（c）のグラフに引く線が原点を
通らないのはそのためです。

図10
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斜面を使った実験でわかったことをもとにして、さらに角度を30°、45°、90°と大き
くしていくときのことを考えてみよう。

一
いっ

般
ぱん

に、物体の運動の向きに力がはたらき続けているとき、物体の速さはしだいに増
していき、同じ物体では、はたらく力の大きさが大きいほど、速さの増し方も大きくな
る。

物体が動く向きに加えられる力が大きいほど、
物体の速さの増し方が大きくなる。を示すを示す

結論結論

 「物体にはたらく力の大きさ
と、運動する物体の速さの変

化との間には、どのような関係があるのだろう
か。」という課題を調べてきたこれまでの過程を
振
ふ

り返ってみよう。

1 課題に対して、自分の仮説や実験の計画、実験結果の予想をきちんと立てることができたか。

2 計画に基
もと

づき、斜面に平行な力を測定して表にまとめることができたか。
また、記録タイマーの記録結果を整理することができたか。

3 台車にはたらく力や運動の記録から、力の大きさと速さの変化の関係について、みんなに説明
することはできたか。

角度を30°、45°、90°と大きくしていったとき、台車にかかる力の
大きさと台車の運動はどうなるのだろうか。課題課題

結果が予想とちがうときには、
実験が計画どおりにできているか、計画が
仮説を確かめる方法になっているかなど、
探究の過程を順に振り返ってみましょう。

探究を探究を
振り返ろう振り返ろう

5

10

15

      

▼p.206～207

探究する❶
導入事象に対する生徒の疑問をも
とに、探究する課題を設定する場面
を紙面上で丁寧に表現しています。

探究する❷
生活経験や既習事項などをもとに、
課題に対する仮説を立てる場面や、
観察や実験の計画を立てる場面を丁
寧に表現しています。

探究する❸
観察・実験の手順を詳しく示すと
ともに、結果を表にまとめたり、考
察の観点を示したりして、探究を支
援しています。

探究する❹
探究の過程を振り返る場面を設定
し、思考の過程や調べる方法が適切
だったかどうかを自ら見直せるよう
にうながしています。

▼p.208～209

１．編修上特に意を用いた点や特色

①自ら疑問を解き明かし、探究する力が身につきます。

▼p.204～205
疑問から探究してみよう

力がはたらき続けるときの運動2節

を
見つける

を
見つける

疑問疑問

図6 のように、自転車で坂道を下るときも、自転車の
ペダルをこがなくても、速さはしだいに増していく。物体
に力がかかり続けた場合、物体はどのような運動をするの

だろうか。

一定の力がかかっているときの物体の運動

坂道を下る自転車図6

力が変化せず、一定の力がかかっている物体の運動を考えると、その運動の様子を考
えやすい。 図7 はおもりを使って台車を引き続けたときのストロボ写真である。台車
はおもりにかかっている重力を受けて運動するが、これは一定の力を受けて運動してい
る物体であると考えられる。また、 図8 は、ボールが斜

しゃ

面
めん

を下る様子を撮
さつ

影
えい

したとき
のストロボ写真である。斜面を下るにつれて、ボールの間

かん

隔
かく

が広がっていることから、
ボールの速さはしだいに増していくことがわかる。

斜面を下るボールのストロボ写真図8

台車には運動の向きに力がはたらき続けている。
おもりを使って引き続けた台車の運動のストロボ写真図7

おもりに引かれた台車の動き

204

5
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物体にはたらく力の大きさと、運動する物体の速さの変化の間の関係について、
これまでに調べてきたことをもとに仮説を立てよう。を立てる

を立てる
仮説仮説

物体にはたらく力の大きさと、運動する物体の速さの変化の間の関係について、
自分の仮説を確かめるための方法を考えよう。を立てる

を立てる
計画計画

図9 で斜面上の物体が引かれる重力は鉛
えん

直
ちょく

下向き
であるが、力を分解して考えると、斜面に垂直な力と
平行な力に分けることができる。斜面に垂直な力は垂
直抗

こう

力
りょく

とつりあっていて打ち消されるので、斜面に平
行な力のみが物体にはたらく。斜面のどの地点でも、
物体が引かれる重力の大きさは同じなので、台車の進
行方向にかかる力は一定である。
おもりに引かれるときの運動も、斜面を下るときの運動も、いずれも速さが増してい

くのは、運動の向きに力がはたらいているためである。

物体にはたらく力の大きさと、運動する物体の速さの変化との間には、
どのような関係があるのだろうか。を決める

を決める
課題課題

斜面上の物体にかかる力図9

垂直抗力

重力

斜面に
平行な
分力

斜面に
垂直な
分力

物体にかかる力が
大きければ速くなり、
物体にかかる力が小さければ
それほど速くならないと思う。

物が落ちるときのように、
力がかかっていれば、
物体はどんどん速くなると思う。

斜面の角度を変えることで
力の大きさを変えられるはずだね。
角度が大きすぎると危険なので
5°～20°くらいのゆるやかな
角度で調べたらどうかな？

角度が大きいほど、
台車の進む方向にはたらく力は
大きくなるので、仮説どおりなら、
角度を大きくするほど
台車が速くなるはずだね。

斜面を下る台車の速さを
調べればいいと思う。
斜面に平行な力の
大きさは、ばねばかりを
使うと測定できるね。

205

10

15
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●4

●1

●2

ここにも注目 実験・観察の場面
を適宜写真で提示して、活動をイ
メージしやすくしています。

ここにも注目 教師キャラクター
が生徒の学習を支援します。

探究する力が身につく教科書特色 1

●3

編 修 趣 意 書
受理番号 学校 教科 種目 学年

105-64 中学校 理科 理科 第３学年
発行者の番号・略称 教科書の記号・番号 教科書名

17教出 理科017-92 自然の探究 中学理科３

（学習指導要領との対照表、配当授業時数表）



2

①学習の振り返りとまとめ、理解度を確かめる問題で学力を定着させます。

②学びの深まりを生徒自身が認識できるように工夫しています。

▼p.75

▼p.110

2 １個の細胞が２個の細胞に分かれることを何というか。… p.71
3 体細胞分裂をしている細胞中に見られ、染色液でよく染まるひも状のものは何か。… p.74

1 生物が成長する際、細胞の数や大きさは、どのように変化しているか。… p.71
要点をチェック

１個の細
さい

胞
ぼう

が２個の細胞に分かれ

ること。 p.71、74

体細胞の数が増えるときの細胞分
ぶん

裂
れつ

。 p.71、75

細胞分裂が行われている細胞に見

られるひも状のもの。 p.74

生物が自分と同じ種類の新しい個

体（子）をつくること。 p.76

主に体細胞分裂によって新しい個体をつくる生
せい

殖
しょく

。 p.76

主に生殖細胞によって新しい個体をつくる生殖。 p.76

単細胞生物や多細胞生物の動物が行う、１個体が二つに分かれ、新しい個体が

つくられる生殖。 p.76

多細胞生物の植物が行う、体の一部から新しい個体をつくる生殖。 p.77

雌
めす

の卵
らん

巣
そう

でつくられる生殖細胞。 p.79

雄
おす

の精
せい

巣
そう

でつくられる生殖細胞。 p.79

生殖のためにつくられる細胞で、動物の卵や精子、植物の卵細胞や精細胞など

のこと。 p.79

精子が卵の中に入り、卵の核
かく

と精子の核が合体して新しい１個の核となる過程。
p.79

卵と精子が受精してできる細胞。 p.79

細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

裂
れつ

体
たい

細
さい

胞
ぼう

分
ぶん

裂
れつ

染
せん

色
しょく

体
たい

生
せい

殖
しょく

無
む

性
せい

生
せい

殖
しょく

有
ゆう

性
せい

生
せい

殖
しょく

分
ぶん

裂
れつ

栄
えい

養
よう

生
せい

殖
しょく

卵
らん

精
せい

子
し

生
せい

殖
しょく

細
さい

胞
ぼう

受
じゅ

精
せい

受
じゅ

精
せい

卵
らん

【重要用語】

要点と重要用語の整理要点と重要用語の整理 単元２ 生命の連続性

1章 生物の成長と殖
ふ

え方 p.68～85

精子 卵の核

精子の核

卵

▼p.112、114、310

基本問題基本問題 単元２ 生命の連続性

下の図は、タマネギの根を水につけ、成長した根の先
せん

端
たん

付近の細
さい

胞
ぼう

を切り取って染
せん

色
しょく

液で染めてプ

レパラートをつくり、顕
けん

微
び

鏡
きょう

で観察したときの細胞の模式図である。あとの問いに答えなさい。
1 図のア～カのうち、染色体が観察できるものを

全て選びなさい。
2 染色体について正しく説明しているものを次の

Ａ～Ｄから選びなさい。

Ａ． 生物の種が異なっても、体細胞１個に含
ふく

ま

れる染色体の数は同じである。

Ｂ．染

Ｃ．染

Ｄ．酢
さく

3 タマネ

のＡ～

Ａ．核
かく

4 細胞分
ぶん

5 4 のと
6 タマネ
7 細胞が
8 7 の仕

右  

あ
1 花粉が
2 花粉が
3 花粉か
4 3 の中
5 4 はカ
6 4 の核
7 6 はカ
8 4 と 6

ちがい
9 受精後
10受精後
11 Cが細

1

2

ア イ ウ エ オ カ

112

活用問題活用問題 単元２ 生命の連続性

先生、花子さん、太郎さんの次の会話を読んで、あとの問いに答えなさい。

1 下線部 1 について、無性生殖の例として適切なものを、次のア～エから全て選びなさい。

ア．サツマイモの根が栄養分を蓄
たくわ

えて殖える。 イ．ミカヅキモが分
ぶん

裂
れつ

して殖える。

ウ．メダカが卵
らん

を産み、受精した卵が変化してふ化する。 エ．イルカが子を産む。
2 花子さんが下線部 2 のように考えたのはなぜか。その理由を、｢無性生殖では、｣ の書き出しで、｢遺伝

子｣、｢形質｣ という語句を使って、簡単に説明しなさい。
3 下線部 3 について、有性生殖では生殖細

さい

胞
ぼう

がつくられる。図1は、ジャガイ

モの花粉のうち、花粉管が伸
の

びたものを模式的に示したものである。図1の

Ｓで示したものは、ジャガイモの生殖細胞の一つであるが、これを何という

か
4 ジ

よ

1

花粉

図１

花子： 先日、親に頼
たの

まれてジャガイモを買いに行ったら、男
だん

爵
しゃく

やメークインの他にもいろいろなジャガ
イモの品種がありました。

先生： そうですね。甘
あま

みの強い品種や細長い品種、紫
むらさき

色の品種など、いろいろな品種がありますね。
花子： ジャガイモの品種によって特

とく

徴
ちょう

がちがうのはどうしてだろう。
太郎： それぞれの品種がもつ特徴がちがうということは、ジャガイモの品種によって遺伝子が異なると

いうことですか。
先生： その通りです。
花子： この前の授業で、ジャガイモは 無性生

せい

殖
しょく

で殖
ふ

えると学習しました。でも、 無性生殖では新し
い品種をつくることはできないのではないですか。

先生： 確かに、無性生殖では新しい品種をつくることは難しいですね。しかし、ジャガイモは無性生殖
の他に 有性生殖でも子孫を殖やすことができます。

太郎： なるほど。それで、いろいろな品種があるのですね。

1 2

3

塩化銅水
すい

溶
よう

液
えき

について調べるために、次の実験を行った。

あとの問いに答えなさい。1
学年末総合問題学年末総合問題

【実験１】

図１のような装置で塩化銅水溶液を電気分解する
と、陰

いん

極
きょく

に赤茶色の固体が付着し、陽極からプー
ルの消毒薬のようなにおいのある気体が発生した。
しばらくすると、塩化銅水溶液の青色がうすく
なってきた。 陰極の固体を削

けず

り取り、薬さじを
用いて何であるかを確かめた。また、陽極の気体
についても何であるかを、 ある方法によって確
かめた。

1

2

図１

＋

電流計

ビーカー

炭素棒

塩化銅水溶液

陰極 陽極

発
はっ

泡
ぽう

ポリス
チレンの板

電源装置

1
章

生
物
と
環
境
と
の
関
わ
り

単
元 

5

学習後の私
学習したことを使って、湖の中にいる小さな生物が増

ぞう

殖
しょく

して、
湖が小さな生物でいっぱいにならない理由について説明してみよう。

1 生態系における炭素の循環に関して、生産者や分解者は、どのような役割をしているか。… p.262
要点をチェック

可欠な水などのさまざまな物質が、生産
環している。

きます。そし
ていた微生物
て、知床の海
ます。
ます。海洋で
を、ヒグマや
排出物が分解

みがあること
録されました。 カラフトマスを食べるヒグマ

れ
ます。有機物には太陽
ルギーは、呼吸などで
体の外へ放出されます。
流れていくにしたがっ
ことになります。
ジの 図6 のように、
数が少なくなります。

生産者
（植物）

消費者
（小形の動物）

消費者
（大形の動物）

エネルギ

263Webずかん
要点を
チェック

身につく❶
章や節の最後に「要点をチェック」を設定

し、小さなまとまりごとに学習内容をおさえ
られるようにしています。また、単元の最後
に「要点と重要用語の整理」を設け、学習内
容をまとめられるようにしています。

身につく❷
単元で学習したことの定着を確かめる「基
本問題」と、読解力を用いる「活用問題」を
掲載しています。
また、１年間の学習を総合的に確かめる

「学年末総合問題」を巻末に掲載しています。

身につく❸
学習前に比べてより科学的な答えができるように

なった自分の成長を感じるとともに、さらに探究した
い、学習を深めたいという意欲にもつながります。

◀p.252

p.263▶

お
さ
ら
い

お
さ
ら
い

1章
地球上では、大気や水、土

ど

壌
じょう

（土のこと）といった環境を通して、
多くの生物が互

たが

いに関わり合いながら暮らしている。ある地域の環境や
生物どうしのつながりが人間活動などによる影

えい

響
きょう

を受けた場合、
どのような変化が起こるのだろうか。
これから、生物と環境とのつながりについて学んでいこう。

生物と環
かん

境
きょう

との
関わり

学習前の私
湖の中にいる小さな生物が増

ぞう

殖
しょく

して、湖が小さな生物でいっぱいに
ならないのは、なぜだろうか？

これまでの学習
生物は、水や空気を通して周囲の環境と関わって生きていることや、

生物どうしが食べたり食べられたりする関係でつながっていて、
このひとつながりを食

しょく

物
もつ

連
れん

鎖
さ

ということを学習した。

「生物と環境 小6 」

動物は、消化された栄養分を吸収して、体をつくる物質に
したり、生命を維持するためのエネルギーとして使用していることや、体内に酸素を取り入れ、
体外に二酸化炭素を出していることを学習した。

「動物の生命維
い

持
じ

の仕組み 中2 」

植物は、二酸化炭素と水を原料として、太陽の光のエネルギーを使って
デンプンなどの栄養分をつくるとともに酸素をつくっていることを学習した。
「葉と日光 中2 」

アジの群れとイルカ

オグロヌーの群れとライオン

252252
これまでの学習の
おさらい

学習後の私
学習したことを使って、湖の中にいる小さな生物が増

ぞう

殖
しょく

して、
湖が小さな生物でいっぱいにならない理由について説明してみよう。

い

学習前の私
湖の中にいる小さな生物が増

ぞう

殖
しょく

して、湖が小さな生物でいっぱいに
ならないのは、なぜだろうか？

確かな学力が身につく教科書特色 2
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①授業で使用できる便利なツールや資料を「まなびリンク」で提供しています。

②個別最適な学びに便利なコンテンツも「まなびリンク」で提供しています。

を12か月
60°、１日
うに、１か
ることにな

30° 星座

30°

133
各季節の

星座
デジタル
星座早見

❶ 50 Hz（1秒間で50打点）の場合、打点の間隔が
1
50秒＝ 0.02秒である。したがって5打点を打つ
時間は0.02秒×５＝0.1秒である。

❷ 50 Hzの場合は5打点の間隔で0.1秒となるが、5
打点の間隔には六つの点が必要となることから、
左図に示されたように、実際のテープを切り取る
際には六つ目の点に切れ目を入れることになる。

＝20 cm/s
0.1 s

201
記録タイマーの

使い方

支える
天体の学習で使用できる「デ
ジタル星座早見」ツールを用意
しています。

支える
器具操作を動画で学べる「器
具の使い方動画」を用意してい
ます。

二次元コードから
アクセス!!

▼p.133 ●デジタル星座早見

●二次元コードと結びつけて次のようなコンテンツを用意しています。
・・動画…器具の使い方動画、インタビュー動画、360°動画 など
・・Webずかん…植物ずかん、こん虫ずかん、鳥ずかん、気象ずかん、天体ずかん、SDGsずかん など
・・Webアプリ…デジタル星座早見、３Dモデル、フラッシュカード など

▼p.201 ●器具の使い方動画

▼p.166 ●天体ずかん

▼p.23

大気と液体の水がある。
恵
めぐ

まれた条件の中でた
くさんの生物が生きて
いる。

火星にあるオ
ス山（高さ2

166 Webずかん

は、どのようなものなのかを

のような物質か。… p.10、20
どのようにして電気を帯びるか。… p.16～18

23要点をチェック

●フラッシュカード

支える
天体や植物、昆虫などについ
て深く知りたいときに使える、
「Webずかん」を用意しています。

支える
「要点をチェック」の内容を
繰り返し確認できる「フラッ
シュカード」を用意しています。

デジタルの学びを支える教科書特色 3

デジタルの学びをより効果的に。「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」
「学習者用デジタル教材」の発行を予定しています。
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検討の観点と内容の特色

観点 内容の特色（該当箇所掲載） 該当箇所

教育基本法の遵守

・・自然の事物・現象に関わり、見通しをもって観察・実験を行うことで、幅広い知識と
教養を身に付け、真理を求める態度を養うようにしています。 全体

・・仮説や計画、考察などの学習場面で生徒どうしが考えを伝え合う姿や、観察や実験を
協力して行う姿を表現し、日頃から自他の敬愛と協力を重んずる態度を養えるように
しています。

p.9、154、205、
206 など

・・郷土の自然を調べる活動を多く取り上げ、身近な自然を理解することを通して、地域
を愛する態度を養えるように配慮しています。

p.264～268、
274～281 など

学習指導要領との関連

・・学習指導要領に示された目標に則り、観察、実験を行うことを通して自然の事物・現象
を科学的に探究するために必要な資質・能力が育成されるように構成しています。特
に、第３学年では「探究の過程を振り返る活動」を重点として編修しています。

全体・・各学年の巻頭に、「探究の進め方」をわかりやすく表現するとともに、単元内の紙面
にも同じ表現を使用し、「疑問を見つける」「課題を決める」「仮説を立てる」「計画を
立てる」「観察する・実験する」「考察する」「結論を示す」の順で展開することで、生
徒が見通しをもって学習を進められるようにしています。

構成・配列・分量
・・ゆとりをもって探究的な学習が進められるように、年間配当時数の9割程度の授業時
数で指導できる内容で構成したり、季節や気候の影響が大きい観察・実験の時期に配
慮したりしながら、全体を適切に構成しています。

全体

主体的・対話的で深い学び
・・生徒キャラクターのイラストを使って、探究の過程ごとに、意見交換したり、科学的
な根拠に基づいて議論したりして、自分の考えをより妥当なものにする場面が表現さ
れており、生徒が対話的に学び合って学習を進められるように配慮しています。

p.44～45、134、
186 など

知識及び技能の習得

・「要点をチェック」「要点と重要用語の整理」「基本問題」「活用問題」「学年末総合問
題」の五段階のチェックで知識を確実に習得できるようにするとともに、「基礎技能」
の項を設けて、基本的な器具の使い方が身につくようにしています。この「基礎技能」
は、二次元コードと結びつけた動画を見ながら操作を学べるようにしています。

p.197、201、
244～248、
310～313、319
など

思考力・判断力・表現力の育成

・・各単元に位置づけられた「疑問から探究してみよう」により、科学的に探究する力を
重点的に育成できるようにしています。

p.45～4９、
154～157 など

・・単元末の「活用問題」では、知識及び技能だけでなく、 思考力・判断力・表現力を確
認できる問題を提供しています。

p.64、114、178、
248 など

学びに向かう力、人間性等の涵養
・「学習前の私」「学習後の私」で、日常と関連づけながら、生徒自身の科学的な概念の
変容を認識させる場面を設け、自らの学習を調整しながら学習を深められるように工
夫しています。

p.86、99、132、
141、234、243
など

理科の見方・考え方 ・・理科の見方や考え方をはたらかせている場面を、生徒の対話の中で表現しています。 全体

ものづくりの工夫
・・ものづくりについては、高度なものや複雑なものではなく、遺伝のモデルカードなど、
原理や法則などに対する理解を深め、生徒の創意や工夫が生かせるような製作となる
ように配慮しています。

p.95 など

家庭学習への配慮
・・家庭での自学自習ができるように、「要点をチェック」の箇所には、二次元コードと
結びつけた「フラッシュカード」を用意しています。

p.23、99、159、
233 など

他教科との関連
・「ブリッジ算数」のマークを付けて他教科との結びつきを紹介したり、「理科で使う算
数・数学」のページを設けたりして、教科間の関連を図りやすいように工夫していま
す。

p.191、199、
328～329

小学校の理科との連携
・・各単元扉の「学んでいくこと」、各章扉の「これまでの学習」、各単元の中に適宜配置
された「思いだそう」により、学習の系統性を意識しながら、既習内容をもとに仮説
や計画を立てられるように配慮しています。

p.5、6、25、117、
120、121
など

高等学校の理科との連携
・・発展的な学習内容を中心に、高等学校以上で扱う内容をわかりやすく示しており、生
徒が高等学校の学習に興味をもてるように工夫しています。

p.19、97、172、
211 など

地域性への配慮
・・導入で示す事例や資料写真では、北海道から沖縄までさまざまな地域を取り上げ、地
域の特性に配慮した学習ができるようにしています。 全体

カリキュラム・マネジメントへの
対応

・・内容の組み換えが行いやすいように、単元、章、節の区切りで整理して学習内容を構
成し、カリキュラム・マネジメントを行いやすい構造にしています。 全体

特別支援・人権教育への配慮
・・専門家による監修・校閲を受け、全ての人にとっての学びを保障する観点に立って編
修しています。 全体
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SDGsへの対応
・「ハローサイエンス」などのコラムでは、関連があるSDGsの目標をアイコンで示す
とともに、目標をより詳しく調べることができる「SDGsずかん」を用意しています。

p.11、78、242、
271 など

デジタル化への対応
・・紙面と二次元コードで結びつけるかたちで、Webずかん、学習ツール、動画などを
用意し、限られた紙面では伝えきれなかった情報を提供しています。

p.124、133、
201、207 など

地震対策・感染症対策
・・巻頭の「理科室のきまりと応急処置」で、地震が起きたときや感染症が広がったとき
の対応を、生徒にわかりやすい表現で説明しています。 p.2～3

造本の工夫

・・AB判を縦に３mm拡大した判型を採用し、資料写真を大きく掲載したり、レイアウ
トにゆとりをもたせたりすることで、子どもの興味を高めています。 全体

・・表紙には、水をはじき、細菌などが増えるのを抑える特殊加工をしています。 表紙

２．対照表
教科書の内容構成 配当時数 学習指導要領の内容 該当箇所

自然の探究・探究の進め方 【2】 １分野（５）、（６）、（７）
２分野（５）、（６）、（７） p.③～3

単元１ 化学変化とイオン 【27】 １分野（６） p.4～65

１章 水溶液とイオン 9 （ア）㋐ p.6～23

２章 酸・アルカリとイオン 10 （ア）㋑ ㋒ p.24～41

３章 電池とイオン 8 （イ） p.42～59

単元２ 生命の連続性 【24】 ２分野（５） p.66～115

１章 生物の成長と殖え方 12 （ア）㋐㋑ p.68～85

２章 遺伝の規則性 8 （イ） p.86～99

３章 生物の種類の多様性と進化 4 （ウ） p.100～109

単元３ 地球と宇宙 【25】 ２分野（６） p.116～179

１章 天体の1日の動き 6 （ア）㋐ p.120～131

２章 天体の1年の動き 6 （ア）㋑ p.132～141

３章 月や惑星の動きと見え方 9 （イ）㋒ p.142～159

４章 太陽系と恒星 4 （イ）㋐ ㋑ p.160～173

単元４ 運動とエネルギー 【32】 １分野（５）、（７） p.180～249

１章 力の規則性 8 １分野（５）（ア） p.182～197

２章 力と運動 11 １分野（５）（イ） p.198～217

３章 仕事とエネルギー 9 １分野（５）（ウ） p.218～233

４章 エネルギーの移り変わり 4 １分野（７）（ア）㋐ p.234～243

単元５  自然環境や科学技術と私たちの未来 【28】 １分野（７）、２分野（７） p.250～309

１章 生物と環境との関わり 7 ２分野（７）（ア）㋐ p.252～263

２章 自然環境と私たち 6 ２分野（７）（ア）㋑ p.264～273

３章 自然災害と私たち 3 ２分野（７）（ア）㋒ p.274～281

４章 エネルギー資源の利用と私たち 4 １分野（７）（ア）㋐ p.282～289

５章 科学技術の発展と私たち 5 １分野（７）（ア）㋑ ㋒ p.290～299

終章 科学技術の利用と自然環境の保全 3 １分野、２分野（７）（イ） p.300～305

校外の施設を活用しよう
自由研究
巻末資料

【2】 １分野（５）、（６）、（７）
２分野（５）、（６）、（７） p.314～331

140
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（「類型」欄の分類について）
１… 学習指導要領上、隣接した後の学年等の学習内容（隣接した学年等以外の学習内容であっても、当該学年等の学習内容と直接的な系統性があるものを含む）とされている内容
２…学習指導要領上、どの学年等でも扱うこととされていない内容

ページ 記述 類型 関連する学習指導要領の内容や内容の取扱いに示す事項 ページ数

19 原子の電子配置とイオンの生成 1 １分野（６）（ア）
（内容の取扱い）ア

「原子の成り立ち」については、原子が電子と原子核からできていること
上記に関連して、原子についての理解を深める。 1

22 塩酸に電流が流れているときの
電極付近の変化 1 １分野（６）（ア）㋐ 電解質水溶液に電圧をかけ電流を流す実験を行い、……

上記に関連して、イオンの存在についての理解を深める。 0.5

23 イオンからなる物質 1 １分野（６）（ア）
（内容の取扱い）ア

「原子の成り立ち」については、原子が電子と原子核からできていること
上記に関連して、原子についての理解を深める。 0.75

32 アンモニア水はなぜアルカリ性
なのか 1 １分野（６）（ア）㋑ 酸とアルカリのそれぞれの特性が水素イオンと水酸化物イオンによること

上記に関連して、酸・アルカリについての理解を深める。 0.5

40-41 中和とイオン 1 １分野（６）（ア）㋒ 中和反応の実験を行い、酸とアルカリを混ぜると水と塩が生成すること
上記に関連して、中和についての理解を深める。 2

49 金属のイオン化傾向 1 １分野（６）（イ）㋐ 金属によってイオンへのなりやすさが異なること
上記に関連して、金属のイオンへのなりやすさについての理解を深める。 0.5

58 リチウムイオン電池の仕組み 1 １分野（６）（イ）
（内容の取扱い）オ

日常生活や社会で利用されている代表的な電池にも触れる
上記に関連して、日常生活や社会で利用されている代表的な電池についての理解を深める。 0.5

65 リチウムイオン電池のこれから 1 １分野（６）（イ）
（内容の取扱い）オ

日常生活や社会で利用されている代表的な電池にも触れる
上記に関連して、日常生活や社会で利用されている代表的な電池についての理解を深める。 1

75 細胞が分裂するのにかかる時間 1 ２分野（５）（ア）㋐ 体細胞分裂の観察を行い、その順序性を見いだして理解する
上記に関連して、細胞分裂についての理解を深める。 0.5

82 花粉はなぜ胚珠にたどり着けるの
だろうか？ 1 ２分野（５）（ア）㋑ 有性生殖と無性生殖の特徴を見いだして理解するとともに、……

上記に関連して、植物の有性生殖についての理解を深める。 0.5

97 DNAの二重らせん構造 ２ ２分野（５）（イ）
（内容の取扱い）ウ

遺伝子の本体がＤＮＡであることにも触れる
上記に関連して、遺伝子についての理解を深める。 0.75

105 ダーウィンと進化論 1 ２分野（５）（ウ）
（内容の取扱い）エ

進化の証拠とされる事柄や進化の具体例
上記に関連して、進化についての理解を深める。 0.5

106 渋柿と甘い柿 1 ２分野（５）（ウ）
（内容の取扱い）エ

生物にはその生息環境での生活に都合のよい特徴が見られること
上記に関連して、生物の多様性についての理解を深める。 0.5

107 生物の系統樹 1 ２分野（５）（ウ）
（内容の取扱い）エ

進化の証拠とされる事柄や進化の具体例
上記に関連して、進化についての理解を深める。 1

109 生命の誕生 1 ２分野（５）（ウ）
（内容の取扱い）エ

進化の証拠とされる事柄や進化の具体例
上記に関連して、進化についての理解を深める。 0.25

115 iPS細胞の作製 1
２分野（５）（ア）㋐ 体細胞分裂の観察を行い、その順序性を見いだして理解するとともに、細胞の分裂と生物の

成長と関連付けて理解する
上記に関連して、体細胞分裂についての理解を深める。

1

137 年周視差 1 ２分野（６）（ア）㋑ 星座の年周運動や太陽の南中高度の変化などの観察を行い、……
上記に関連して、地球の公転についての理解を深める。 0.5

141 太陽から地球に届くエネルギー 1 ２分野（６）（イ）
（内容の取扱い）イ

太陽から放出された多量の光などのエネルギーによる地表への影響にも触れる
上記に関連して、太陽の特徴についての理解を深める。 0.5

150 日食が新月のたびに起こらない
理由 1 ２分野（６）（イ）

（内容の取扱い）エ
その際、日食や月食にも触れる
上記に関連して、日食についての理解を深める。 0.25

158 星座の間をさまよう惑星 2 ２分野（６）（イ）
（内容の取扱い）エ

「金星の公転と見え方」については、金星の運動と……
上記に関連して、逆行についての理解を深める。 0.5

165 黒点と太陽の活動周期 1 ２分野（６）（イ）㋐ 太陽の特徴を見いだして理解する
上記に関連して、太陽の特徴についての理解を深める。 1

171 宇宙の探究 1 ２分野（６）（イ）㋑ 観測資料などを基に、惑星と恒星などの特徴を見いだして理解する
上記に関連して、宇宙についての理解を深める。 0.75

172 宇宙の大規模構造 1 ２分野（６）（イ）
（内容の取扱い）ウ

恒星の集団としての銀河系の存在にも触れる
上記に関連して、宇宙の広がりについての理解を深める。 0.25

179 宇宙の始まりに迫るということは
…… 1 ２分野（６）（イ）

（内容の取扱い）ウ
恒星の集団としての銀河系の存在にも触れる
上記に関連して、宇宙の広がりについての理解を深める。 1

185 水圧の値 1 １分野（５）（ア）
（内容の取扱い）ア

水中にある物体には、あらゆる向きから圧力が働くことにも触れる
上記に関連して、水圧についての理解を深める。 0.5

189 アルキメデスの原理 1 １分野（５）（ア）
（内容の取扱い）ア

物体にはたらく水圧と浮力の定性的な関係にも触れる
上記に関連して、浮力についての理解を深める。 0.5

211 加速度 1 １分野（５）（イ）㋑ 力が働く運動では運動の向きや時間の経過に伴って物体の速さが変わること
上記に関連して、運動についての理解を深める。 0.5

233 位置エネルギーや運動エネルギー
の大きさ 1 １分野（５）（ウ）㋑ 運動エネルギーと位置エネルギーが相互に移り変わることを見いだして……

上記に関連して、力学的エネルギーについての理解を深める。 0.5

263 生態系におけるエネルギーの流れ 1 ２分野（７）（ア）
（内容の取扱い）ア

生態系における生産者と消費者との関係
上記に関連して、生態系におけるエネルギーの流れについての理解を深める。 0.5

331 原子量とは 1 １分野（４）（ア）㋑ 物質を構成する原子の種類は記号で表されること
上記に関連して、原子についての理解を深める。 0.25

合 計 19.25
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